
－１－ 
 

平成２７年第１回幸手市議会定例会 市政に対する一般質問通告書（通告順） 

発言 

順位 

議席 

番号 
氏 名 質 問 事 項 質 問 要 旨 

１ ２ 小 林 啓 子 １．地方創生戦略の推進について

 

 

 

 

 

 

 

 

２．介護を受けていない元気な

９０歳以上の幸手市民につい

て  

（１）「まち・ひと・しごと」を創生する戦略を立てるための人材の確保

について、どのように考えているのか市長に伺う。 
 
（２）幸手市周辺市町との連携のあり方について市長に伺う。 
 
（３）幸手市への移住の推進についての現状と今後について伺う。 
 
（４）結婚・出産・子育て・教育の環境整備の現状と今後について伺う 
 
（１）現在、介護を受けていない元気な９０歳以上の高齢者は市内に何人

在住か伺う。 
 
（２）元気で１００歳を励みに、（１）の人に対して、毎年、幸手市より

今後記念品を贈呈しては如何か伺う。 
２ ８ 松 本  章 １．空き家対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）幸手市の空き家の現状について伺う。 

 

（２）空き家に対する防犯対策について現状の取り組みについて伺う。 

 

（３）空き家に対する税制の現状と今後について伺う。 

 

（４）空き家の利活用対策について伺う。 

 

（５）平成２５年２月４日付で市長に対し、地域住民からの陳情書を提出

したが、これまでの対応と今後の方針について市長に伺う。 



－２－ 
 

２．駅橋上化・西口区画整理事業

について 

 

 

 

 

 

 

  

３．デマンド交通について 

 

（１）東武鉄道との協議、地域住民への説明等、事業の現状について伺う。 

 

（２）建築資材の高騰、労働力不足等で事業予算が増額されるとの話も聞

くが、今後の事業方針について市長に伺う。 

 

（３）昨年、久喜市議会で幸手の西口区画整理事業に関する質問がされた。 

  質問された内容とそうなってしまった原因、今後の方針について伺

う。 

 

（１）地域公共交通会議の内容について伺う。 

 

（２）利用金額、運行区画、運行時間の設定理由について伺う。 

 

（３）南栗橋駅、東鷲宮駅、杉戸高野台駅に乗降ポイントが設置できない

理由について伺う。 

 

（４）デマンド交通の代案として、福祉タクシー利用料助成事業の拡充、

低所得者支援制度の適用などの考察はなかったか伺う。 

 

（５）先進地の状況をみると、「出先から自宅へ帰る際の予約が困難」、「公

共交通機関とのアクセス不具合」、「デマンド交通の周知不足」などが

あるが、市としてどのように対応していくか伺う。 

 

（６）市民のニーズに応え、柔軟な対応をしていくために、市民の声をど

のように集め、デマンド交通に反映させていくか伺う。 

 

（７）委託事業とする方針のようだが、委託業者の選定方法、選定基準、

契約内容について伺う。 



－３－ 
 

３ １ 松 田 雅 代 １．子育て支援制度の充実につい

  て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新年度の教育施策の強化につ

いて  

 

 

 

 

 

３．幸手市民の６５歳健康寿命の

向上について 

 

 

 

 

 

４．幸手市協働のまちづくりへの

取り組みについて 

（１）新年度から「子ども・子育て新制度」がスタートする。市内の保育

機関の新体制と定員、入所入園選定状況、待機児童・潜在待機児童の

見通しを伺う。 

 

（２）「乳児紙おむつ用ごみ袋支給事業」、県との共同事業「パパママ応援

ショップ」の運用状況、今後の充実策を伺う。 

 

（３）「子育て応援基金」の具体的な活用計画と、今後の子育て支援サー

ビスの充実策について市の考えを伺う。 

 

（１）新年度の市内各小学校の新入生数・各小・中学校の全児童生徒数の

現予定数を伺う。 

 

（２）平成２６年度全国学力・学習状況調査結果と課題を伺う。 

 

（３）新年度、特に強化する対策を伺う。 

 

（１）平成２６年３月発行の「統計からみた埼玉県市町村のすがた２０１４」

によると、平成２３年の幸手市の女性の６５歳健康寿命は２０.３０

歳で県内８位と高位になっている。その要因を伺う。 

 

（２）６５歳健康寿命の向上に向けた具体的対策の推進について市の考え

を伺う。 

 

（１）「幸手市協働のまちづくり」の進捗状況と成果、課題、評価を伺う。 

 

（２）今後、「協働のまちづくり」を進める中で、市民協働課の果たす役

割について市の考えを伺う。 



－４－ 
 
４ ７ 宮 杉 勝 男 １．災害対策の進捗状況について

 

 

 

 

 

 

 

 

２．青少年育成団体について 

 

 

 

３．財政健全化計画終了後の各補

助金等について 

 

 

４．市長の議会での対応について

 

（１）３階建て以上の民間ビルとの協定についての進捗状況を伺う。 

  

（２）私立の保育園及び幼稚園の水害に対しての対策や訓練方法を伺う。 

  

（３）前の部長達が約束した事に対しできるよう努力をすると答弁された

が、どのような事を行ったか伺う。 

 

（４）幸手市地域防災計画は何を元に作成されたのか方法について伺う。 

 

（１）財政健全化計画が終了した現在に於いて、スポーツ少年団に入って

いなくても、ある一定の条件を定め合致した団体を青少年育成団体と

認めるべきと考えるが、市の見解を伺う。 

 

（１）財政健全化計画をした時に各団体に対しての補助金等を削減した

が、終了後に削減を解除したり緩和されている団体があるが、詳細を

伺う。 

 

（１）憶測や思い込みでの答弁はあってよいのか市長に伺う。 

 

（２）答弁したことに対し、その後何もしないで放置することがあるが、

このような状況についてどのように考えるか市長に伺う。 

 

（３）市長は答弁を通告が無いと云う事でしない場合と、通告が無くても

する場合があるが、その基準を市長に伺う。 

５ ３ 本 田 謡 子 １．幸手市地域防災計画について

 

 

 

（１）昨年１２月に募集した幸手市地域防災計画（素案）のパブリックコ

メントについて、その結果を伺う。 

 

（２）幸手市防災会議の構成について伺う。 



－５－ 
 

２．幸手市地域防災計画における

災害ボランティアの内容と体

制について 

 

 

 

 

 

 

３．これからの教育について 

 

（１）災害ボランティアの目的と役割について、市の見解を伺う。 

 

（２）災害時の市本部開設から災害ボランティアが活動するまでの指揮系

統を伺う。 

 

（３）その指揮系統で不都合はないのか伺う。 

 

（４）災害ボランティアの保険について伺う。 

 

（１）２６年１２月議会において、こどもの環境整備として携帯電話やス

マートフォンについて提案や要望をしたが、その後の進捗状況を伺

う。 

６ １０ 小 林 順 一 １．公共施設（建物）に対する非

構造部耐震化について 

 

 

 

 

 

２．若年層の定住化について 

（１）市内公共施設（建物）非構造部耐震化の現状を伺う。 

 

（２）国、県から非構造部耐震化を実施した場合の補助対象の範囲と比率

を伺う。 

 

（３） 今後の非構造部耐震化の推進計画を伺う。 

 

（１）幸手市の少子高齢化の現状を伺う。 

 

（２）幸手市に、他市区町村からの年代別の転入状況を伺う。 

（過去３年分） 

 

（３）若年層の定住策を伺う。 

 

（４） 幸手団地を若者の住い提供の場に提案するが所見を伺う。 

 



－６－ 
 
７ ９ 中 村 孝 子 １．橋上駅舎整備事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．駅西口地区土地区画整理事業

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）東武鉄道や関係機関との協議は終わったのか、その内容を具体的に

伺う。 

 

（２）事業費に変更はないのか伺う。 

 

（３）以前市から説明いただいた資料（H26.8 現在）によれば、橋上駅舎 

整備事業に対する国庫支出金が５６０，４０４千円となっていたが、

その後変わりはないのか伺う。 

 

（４）駅は街の顔といわれるが、何十年も使うその顔を造るのに、市民へ

の説明が不十分と思うが、多くの市民の方が「知らない」との不満を

耳にしているが、いかがか伺う。 

 

（１）実施計画、設計図は出来たのか伺う。 

 

（２） 仮換地供覧の状況と仮換地指定について伺う。 

 

（３） 第１期工事の具体的計画、工事内容、事業費等を年度毎に伺う。 

又、第１期工事は平成２７年～３０年度となっているが、関係者の同

意は得られているのか伺う。 

 

（４）県道幸手久喜線の安心安全を願う沿線住民よりの要望書を検討され

た結果を伺う。又、沿線住民の生命と生活を守る対策は考えているの

か伺う。 

 

（５）某政党の号外ちらしに曰く「西口開発は区画整理を止め街路事業で」

について市長の見解を伺う。 

 



－７－ 
 

３．公民館について （１） 現在、問題点は何か伺う。 

 

（２）公民館活性化検討プロジェクトチームが設置されたが、内容とこれ

までの経過を伺う。 

 

（３）以前は職員が適切に配置されていたが、今は配置されていない。市

民の生涯学習活動の充実を図るために各館に職員の配置をとの声を

聞くが、いかがか伺う。 

 

（４）附属備品について決まりはあるのか伺う。 

８ ４ 小河原 浩 和 １．学力向上の総合的な取り組み

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．県道幸手惣新田バイパスにつ

いて 

（１）学校では、児童・生徒の学力の課題をどのように受け止め、その解

決に向けて、どのような方策をとって取り組んでいるのか、具体的に

伺う。 

 

（２）学力向上にかかわっては、教職員の指導力、資質の向上は欠かすこ

とができないものと考えている。新たに立ち上げた「幸手・さくらの

学びセミナー」の現状と成果はどのようなものがあげられるのか伺

う。また、今後、力のある教職員を育成するために、さらなる改善や

活性化が必要と考えるが、今後どのように考えているのかについて伺

う。 

 

（３）幸手市の児童生徒は、携帯電話やスマートフォーンの使用時間が多

く、家庭学習の時間が短いという指摘もされていたが、その後、教育

委員会では何か、対策を考えたのか、とった対策について伺う。 

 

（１）早期実現にむけて県への働きかけについて市長に伺う。 

 

 



－８－ 
 
９ １３ 小 島 和 夫 １．人口問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．災害対策について 

 

 

 

 

 

 

（１）国は自治体向けの交付金を創設したが、市は交付金を使いどのよう

な政策を考えているのか伺う。 

 

（２）人口問題対策会議を４回開催し、各部署で検討すると一般質問で述

べ、各部でどのように検討し課題とアイデアを伺う。 

 

（３）人口減少問題に係る意見交換会が行なわれ、有識者からいただいた

意見を各部はどのように対応したのか伺う。 

 

（４）若手職員の人口問題をワークショップで検討した結果を伺う。 

 

（５）幸手市に定住化させるためには、どのような政策を考えているのか

伺う。 

 

（１）水害対策の訓練は、どのように市は考えているのか伺う。 

 

（２）視覚障がい者や聴覚障がい者の対応はどうするのか伺う。 

 

（３）福祉施設については、どのように対応するのか伺う。 

 

 

 

 

１０ １１ 藤 沼   貢 １．幸手駅舎の橋上化について 

 

 

 

 

（１）これまでに行なわれた東武鉄道との打合わせや協議回数について伺

う。 

 

（２）協議内容について伺う。 

 



－９－ 
 

 

２．今後の観光事業について （１） 権現堂公園及び桜堤周辺への臨時駅設置について市長の考えを伺う。 

 

（２）観光内容の拡大及び内容のさらなる充実について市長の考えを伺

う。 

 

１１ ６ 木 村 治 夫 １．地域防災力の向上に向けての

自主防災組織整備について 

 

 

２．埼玉利根保健医療圏地域医療

ネットワークシステム「とね

っと」について 

 

３．平成２７年度予算編成の視点

について 

（１）組織体制整備状況について伺う。 

 

（２）組織整備の課題について伺う。 

 

（１）市民の登録状況について伺う。 

 

（２）今後の課題と展望について伺う。 

 

（１）歳入確保の重点施策について伺う。 

 

（２）歳出抑制の具体的施策について伺う。 

 

（３）特別会計国保税の４方式徴収から２方式徴収について伺う。 

 

１２ ５ 小 林 英 雄 １．交通戦略について 

 

 

 

（１）幸手市内全体の交通網の弱点、また、対策・整備について伺う。 

 

（２）都市計画道路の路線数と進捗状況について伺う。 


